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二
〇
一
九
年
に
は
三
一
八
八
万
人
と

七
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
た
訪

日
外
国
人
客
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
激
減
し
、
観
光
立
国
戦
略
は

大
き
な
見
直
し
に
迫
ら
れ
た
。
当
面
は
、

観
光
消
費
の
八
割
を
占
め
る
と
さ
れ
る

国
内
旅
行
需
要
を
喚
起
し
つ
つ
、
中
長

期
の
ス
パ
ン
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復

を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
そ
ん
な
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
の
観
光
振
興
に
お
い
て
ヒ
ン

ト
を
提
示
し
て
い
る
一
冊
だ
。

　

著
者
は
リ
ク
ル
ー
ト
で
広
告
制
作
や

旅
行
誌
編
集
長
の
経
験
を
積
み
、
退
社

後
は
「
魅
力
発
掘
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
と

し
て
佐
賀
市
や
千
葉
市
な
ど
で
観
光
商

品
化
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
成
功
さ
せ
て

き
た
観
光
振
興
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
で
あ
る
。
そ
の
土
地
に
自
ら
一
定
期

間
移
り
住
み
、
土
地
の
魅
力
を
五
感
で

感
じ
、
知
己
を
得
て
、
歴
史
や
文
化
を

感
じ
な
が
ら
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し

を
行
っ
て
き
た
と
い
う
。
本
書
で
は
、

地
域
の
魅
力
を
ど
う
発
掘
し
、
ど
の
よ

う
な
協
力
者
と
商
品
化
し
、
収
支
計
画

を
立
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
を
踏
ま
え

て
集
客
プ
ロ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
く

か
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
具
体
例
を
ま
じ
え

て
解
説
し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
著
者
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
た
「
幕
末
・
維
新　

佐
賀
の
八
賢
人

お
も
て
な
し
隊
」。
大
隈
重
信
、
江
藤
新

平
、
鍋
島
直
正
な
ど
、
佐
賀
が
生
ん
だ

賢
人
が
登
場
す
る
寸
劇
で
、
佐
賀
城
本

丸
歴
史
館
で
毎
日
曜
日
に
上
演
さ
れ
、

二
〇
一
二
年
以
降
の
べ
八
万
人
が
観
劇

し
て
い
る
。
上
演
作
品
は
週
替
わ
り
で

「
募
金
箱
」
へ
の
募
金
制
な
の
も
特
徴

だ
。
こ
の
募
金
額
の
多
少
は
、
毎
回
の

上
演
後
に
実
施
し
て
い
る
観
覧
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
の
評
価
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
役
者
ス
タ
ッ
フ
全

員
で
共
有
し
、
次
週
に
活
か
す
と
い
う
。

　

国
内
旅
行
が
回
復
し
つ
つ
あ
る
今
こ

そ
、
こ
の
よ
う
に
来
場
者
の
声
を
把
握

し
な
が
ら
人
が
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
地
を
訪

れ
た
く
な
る
魅
力
を
磨
く
こ
と
が
必
要

だ
ろ
う
。
著
者
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で

成
長
し
て
い
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
分
析
し
、

新
し
い
ト
レ
ン
ド
を
採
り
入
れ
た
観
光

資
源
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
が
大
事
だ

と
強
調
す
る
。
い
ま
や
ラ
イ
バ
ル
は
他

の
観
光
地
で
は
な
く
、
バ
ー
チ
ャ
ル
や

リ
モ
ー
ト
で
手
に
入
る
感
動
体
験
で
、

足
を
運
ん
で
も
ら
う
に
は
「
お
も
し
ろ

か
っ
た
」
の
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、「
感
動
」

す
る
レ
ベ
ル
ま
で
高
め
る
必
要
が
あ
る

か
ら
だ
。
人
の
心
を
動
か
す
編
集
力
が

観
光
振
興
に
一
層
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

まちの魅力を引き出す編集力
─地域の“面白さ”を発掘して、観光商品化＆プロデュース
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富
士
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
に

は
森
戸
揮
毫
の

「
三
訓
五
戒
」
の

額
が
あ
る
。
文

相
と
し
て
戦
後
教
育
の
基
礎
を
つ
く
り
、「
ミ
ス

タ
ー
中
教
審
」
と
よ
ば
れ
た
人
物
。
本
書
は
教

育
で
の
業
績
が
中
心
で
あ
り
、
無
政
府
主
義
の

論
文
で
東
大
を
追
わ
れ
た
思
想
家
と
し
て
の
記

述
は
あ
ま
り
な
い
。
戦
前
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の

立
場
か
ら
自
由
主
義
者
の
河
合
栄
治
郎
と
論
争

し
、
戦
後
、
社
会
党
で
民
主
社
会
主
義
者
と
し

て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
を
批
判
し
た
「
森
戸
・

稲
村
」
論
争
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
解
明
す
べ
き

点
は
多
い
。

森
戸
辰
男

小
池 

聖
一 

著

　
中
国
は
二
〇

一
五
年
に
「
地
図

管
理
条
例
」
を

制
定
し
、「
国
家

に
よ
る
厳
格
な

地
図
の
審
査
制
度
を
開
始
し
た
」。
地
図
が
国

策
に
連
動
す
る
か
ら
で
あ
り
、「
時
代
に
よ
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
境
線
」
が
ひ
か
れ
て
き
た
歴
史

を
持
つ
。
か
つ
て
の
中
国
「
国
恥
地
図
」
に
は
、

尖
閣
は
お
ろ
か
沖
縄
、
樺
太
ま
で
も
中
国
版
図

に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。「
植
民
地
前
の
朝
貢
冊

封
と
い
う
宗
属
関
係
を
近
代
的
な
領
土
支
配
と

混
同
し
た
主
張
」（
嶋
尾
稔
慶
大
教
授
）
で
あ
る
。

中
国
の
覇
権
主
義
の
起
源
が
わ
か
る
書
。

中
国
「
国
恥
地
図
」
の
謎
を
解
く

譚
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